別紙１
　
年　月　日　
学校教育局高校教育課長　様
（　　　教育局長　様）
（申請者）　学校名　北海道　　　学校
職氏名　校長　
帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業に係る携帯型通訳デバイス
貸出申請書
　このことについて、次のとおり申請します。

	対象児童生徒
※複数いる場合は行を追加

	学年
	

	
	最も得意な言語
	

	
	来日後の年数
	

	
	JSL評価参照枠
によるステージ　※１
	

	
	DLA記録　※２
	

	貸出について
	貸出希望物品
	□ポケトークS　　□ワールドスピーク

	
	貸出希望期間
	　年　月　日～　年３月31日

	
	貸出希望理由
	


 ※１　ＪＳＬ評価参照枠＜全体＞を参照し、対象児童生徒にあてはまるステージを１～６から選択して記入
※２　ＤＬＡを実施している場合に記入（「外国人児童生徒等のためのＪＳＬ対話型アセスメントＤＬＡ」（文科省）
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支援の段階

支援付き

自律学習

段階

個別学習

支援段階

初期支援

段階

学齢期の子どもの在籍学級参加との関係

教科内容と関連したトピックについて理解し、積極的に授業に参加できる

教科内容と関連したトピックについて理解し、授業にある程度の支援を得て

参加できる

日常的なトピックについて理解し、学級活動にある程度参加できる

支援を得て、日常的なトピックについて理解し、学級活動にも部分的にある

程度参加できる

支援を得て、学校生活に必要な日本語の習得が進む

学校生活に必要な日本語の習得が始まる


別紙２
帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業に係る携帯型通訳デバイス

使用報告書

１　携帯型通訳デバイスを用いた指導の実践内容

	使用場面
	実践内容

	個別指導（取り出し指導）
	

	一斉指導
	

	保護者対応
	

	その他
	



　実践内容には「○：効果的だったこと」「●：失敗したこと」を記載してください。

２　使用に当たって工夫したこと、使用が難しかった場面など

	


